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基本的な機能の説明

✓ 用語説明 P.2～4

✓ 新規項目追加 P.5～8

✓ 既存項目の編集 P.9～10

✓ 申請項目：事業情報について P.11～14

✓ ワンスオンリー/自動入力項目について P.15～20

詳細な編集方法

✓ 申請フォーム画面へ周知文を追記 P.22～26

✓ ラベル名の変更 P.27～30

✓ セクションの変更 P.31～34

✓ 項目順の変更 P.35～38

✓ 入力パターンの変更 P.39～43

✓ 必須/任意の変更 P.44～47

✓ 長さ（入力できる文字数）の変更 P.48～51

✓ 入力エラーの内容の変更 P.52～55

✓ 入力ヒント、入力例の内容の変更 P.56～59

✓ 誓約事項の作成 P.60～62

✓ 申請チェックリストの作成 P.63～64
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
用語説明

最初にこのあと出てくる申請フォーム項目の基本的な用語をご説明します。

番号 用語 説明

① セクション 項目を区分するセクションを指します。
複数の項目を1つのセクションに分類することができます。

② ラベル名 各申請フォームの項目名です。

③ 入力例 申請フォーム項目をクリックすると表示される文字列です。
正規表現設定時は、入力可能な書式や文字数を記載ください。

④ 入力ヒント 申請フォーム項目下に表示されている文字列です。

⑤ 必須マーク 必須設定とした場合に表示されるボタンです。

①
②

③

④

⑤

クリックすると

事業者（申請フォーム画面）
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
用語説明

設定できる制御についての用語をご説明します。

必須

任意

番号 用語 説明

① 必須 入力必須・任意設定
必須項目が未入力の場合は枠が赤で表示され、そのままでは申請するこ
とはできません。

② 長さ 文字数の制御
設定した文字数以上は入力できなくなります。

③ 正規表現 単数項目のロジック
半角数字のみ、全角カナのみ、特定の数字以下などの設定ができます。

④ アラート
テキスト

用意されたバリデーション（エラー出力条件）から選択し、入力の制限・ア
ラート文の設定が可能です。

①

①

②

③④

事業者（申請フォーム画面）
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
用語説明

テキスト
（全角25文字以
内の短い文字列）

ラジオボタン
（単一選択）

ドロップダウン
（単一選択）

チェックボックス
（複数選択可）

項目内容に応じて、入力字数を設定可能です。
通常の入力欄

文字列や数字の入力など

選択式

選択肢を設定できます

■ラベル名単位で選択できる「入力パターン」

テキストエリア
（文章入力）

選択肢1点だけ設定の場合の表示

非選択▶
選択▶

ファイルの
アップロード欄

日付

アップロード画面

日付

クリックすると
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
新規項目追加

手順1 編集対象の申請フォームを開きます。

手順2
申請フォーム画面に遷移しますので、申請フォーム項目画面から、「すべて表示」を
押下します。
または「申請フォーム項目」を押下します。
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
新規項目追加

手順3 申請フォーム項目画面から「新規」を押下します。

必須入力項目

申請フォーム/ラベル名/
セクション/入力パターン/項目順
また入力パターンが選択式の場合は
「選択肢」が必須

選択肢欄：
選択肢ごとに改行して入力

入力パターン欄：
前頁を参照

ラベル名/セクション名/
必須/入力例：
前頁を参照

*

氏名の項目を作成する際、「氏」と「名」を別の入力項目としてください。
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
新規項目追加

* 必須入力

用語 説明

項目順
こちらで入力した番号の順に申請フォーム画面で表示されます。
参考）後から追加項目がある場合の利便性を考慮し、「1010⇒1020⇒1030」など間に入れることが
できる形式で設定していくと、扱いやすくなります。

長さ
長さ（入力できる文字数）を設定できます。
事業者は、ここで設定した文字数より多くは入力できません。
例）50文字以内の文字入力⇒「50」と入力

選択肢 ※
「入力パターン」を「ドロップダウンリスト」「ラジオボタン」「チェックボックス」に設定する際に、必要な選択肢を
設定できます。選択肢を設定する際は、選択肢ごとに改行して入力します。

アラート
テキスト

正規表現に違反した場合に表示されるメッセージを設定できます。
例）正規表現を全角のみにした場合「全角で入力してください」と入力

入力
ヒント

申請フォーム項目下に表示できる注記欄です。記載例の資料などにURLリンクを貼ることもできます。
正規表現設定時は、入力可能な書式や文字数を記載ください。

非活性
チェックをつけると、事業者はその項目に入力できなくなります。テンプレートの申請フォームでは、事業者情
報など一部の項目があらかじめ非活性となっています。

正規表現 
項目の入力の際に、制御したい内容を設定できます。正規表現を有効にするには必ずアラートテキストを
設定してください。詳細は別紙「正規表現一覧」をご参照ください。
例）全角入力のみの項目にしたいとき

項目
ロック

システム制御用の項目で、事務局での編集不可項目です。

幅100%
チェックをつけると、横幅が広く表示できます。文字数の多いテキストエリアや、「誓約」などの選択肢に多数
の文字数を設定する場合にチェックをつけてください。チェックをつけない場合は、横2列（幅50％）で項
目順に並ぶ形式となっています。

背景色 強調したい項目がある際に、背景の色を設定することができます。

※ 選択肢：PDFからの文字列コピー等の際は特殊な文字が入る場合があるためご注意ください。
手動入力いただくか、Wordに貼り付けてチェックする等を推奨します。

https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Ffs2.jgrants-portal.go.jp%2F%25E6%25AD%25A3%25E8%25A6%258F%25E8%25A1%25A8%25E7%258F%25BE%25E4%25B8%2580%25E8%25A6%25A7.pptx&wdOrigin=BROWSELINK
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
新規項目追加

参考
申請フォーム画面にもどり、「申請フォームプレビュー画面のURL」を押下することで、
編集した申請フォーム画面のイメージを簡単に確認できます。

表示イメージ：事業者（申請フォーム画面）

✓ 事業者サイトからどのような申請フォーム画面となるのかを確認しながら作業が

できます。
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
既存項目の編集

手順1 編集対象の申請フォームを開きます。

手順2
申請フォーム画面に遷移しますので、申請フォーム項目画面から、「すべて表示」を
押下します。
または「申請フォーム項目」を押下します。
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
既存項目の編集

手順3 申請フォーム項目画面から、修正したい項目の番号を選択します。

手順4
修正したい項目のペンマークを押下、またはキーボード「e」を押下すると、編集画
面に遷移します。

手順5 項目を編集し、「保存」ボタン、又はキーボードの「Ctrl」＋「S」を押下します。
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
申請項目：事業情報について

⚫ 事業名などのデータ項目7点は全補助金共通の不可変項目としてシステム管理者側で設定してい
ます。事務局管理者で編集できる内容は限定的です。ただし、事業者の入力画面の上部・下部に
補足や注意事項の文字列を書き入れることが可能です。

ポイント
テンプレートの申請フォームには、あらかじめ「事業情報」という申請フォーム項目が
含まれています。

事業情報は、申請フォーム項目一覧では1行で表示されていますが、実際は7つのデータで構成されて
おり、申請画面には7つの入力項目が表示されます。

全ての補助金で共通して入力必須とする項目ですので、「事業情報」の項目を
削除しないようにしてください。
削除した場合は次頁に記載の7つの入力項目を設定できなくなります。特に「事
業の名称」がない場合は、事業者マイページ、事務局審査画面で事業の表示が
「タイトルなし」となり、検索等ができなくなります。

「セクション名」「項目順」の2項目のみ編集いただけます。
※他の項目を編集するとデータの不整合が起きる可能性があ
りますので、編集しないようご注意ください。
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
申請項目：事業情報について

「事業情報」が持つ7つの入力項目（全補助金共通、必須）

①事業の名称
②事業開始日の決定方法
③事業開始日
④事業終了日
⑤補助事業に要する経費
⑥補助対象経費
⑦補助金交付申請額

ポイント
「事業情報」は、申請画面では以下の7つの項目が表示されます。事業情報は申
請の際に入力必須の項目です。

事業開始日は、「指定日から開始」を
選択した時のみ入力必須になります。
それ以外の決定方法を選択した際は、
「事業開始日」欄に記載した日時は
無効となります。

事業者は「事業終了日」に
「事業終了期限」より後の日
付を入力できません。

表示イメージ：事業者（申請フォーム画面）

事業開始日の決定方法で「交付決定日から開始」もしくは「事業終了日と同
日」を選択した際は、「事業開始日」欄に記載した日時は無効となります。

事業者が誤って記載しないよう、事務局にてどの決定方法を選択するか指定の
上、申請画面上、もしくは事業者向け電子申請マニュアルにて事業者に周知を
行ってください。
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①

③

②

④

⑤

申請フォーム項目の基本的な編集方法
申請項目：事業情報について

⚫ 「事業情報」データ項目欄に説明を加えたい場合の対応

手順1
新規申請フォーム項目を作成します。
「新規申請フォーム項目：デフォルト」の画面を開いたら、「ラベル名」「セクション名」「入力パター
ン」「項目順」に内容を入力します。

①ラベル名に注意事項などの文章を書き込みます。 ②今回の入力パターンはラジオボタン形式とします。

③「事業情報」項目のセクションと同じ文言を
入力します。 

④入力パターン「事業情報」の項目の項目順
の1つ前の数字にします。

注意点の補記イメージ

手順2 内容を入力できたら、「保存」ボタン、又はキーボードの「Ctrl」＋「S」を押下します。

⑤上図のように表示させるために、「幅
100%」にチェックします。

⑤

この部分に注意事項などの文字列を書き込みま
す。以下のような新規の「申請フォーム項目」を
「項目順」を事業情報の1つ前の番号で作成し
てください。



14

申請フォーム項目の基本的な編集方法
申請項目：事業情報について

入力パターン「事業情報」の項目と同一文字
列のセクション名としてください。

入力パターン「事業情報」の項目の項目順の
1つ前へ

手順3 項目の順番や、セクションの位置を確認できれば完了です。

申請フォームプレビューの表示方法は、「2-3 申請フォームとテンプレート」をご参照

ください。

表示イメージ：事業者（申請フォーム画面）

参考
申請フォームプレビューにて確認すると、事業者画面にてどのように表示されるイメ
ージがつきやすくなります。
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
ワンスオンリー/自動入力項目について

⚫ ワンスオンリー／自動入力項目とは、事業者が補助金申請する際に、事前登録済みの情報につい
て、システムが自動でプレ入力する項目のことです。

マニュアル株式会社

申請者のアカウント情報

jGrants「自社情報の確認・編集」画面の情報やGビズIDアカウント登録情報がワンスオンリー項目

事業者

経営サポート補助金第1回公募

samplesample@demo.com

あらかじめ入力されている
ので申請入力が効率的
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
ワンスオンリー/自動入力項目について

ポイント１
現在は、「GビズID」（ログイン時に事業者が使用するアカウント）及び「自社情
報の確認編集画面」で保存された入力済みの内容について、自動で連携され、申
請フォームテンプレートにはあらかじめプレセットしています。

ポイント２
これらについて、事務局管理者側では、システム上は比較的自由に様々な設定が
できます。ただし様々な注意事項がありますので、基本的には申請フォームテンプ
レートにあらかじめプレセットされた状態でのご利用をお勧めしています。

現在の情報取得先 連携できるデータ項目

GビズID ① 法人番号、法人名等事業者の基本情報
② アカウント利用者の情報

※１）gBizプライムID（法人代表者アカウント）又はgBizメンバーID
（組織の従業員用アカウント）の情報として登録されている情報です
※２）jGrantsでは②を申請担当者の連絡先に係る情報と読み替えて
利用します。

jGrants「自社情報の確認・
編集」画面

代表者役職、従業員数、設立年月日、財務情報など

設定可能な内容 設定の詳細

1）自動入力項目を
  カスタマイズ

✓ 自動入力の項目をいずれにするか編集可
✓ テンプレートにはプレセットしていますが、もし自動入力したくない場合は、
当該機能を利用せず、ワンスオンリーが生じない形にしたり、項目ごと削
除することが可能

2) 事業者が申請入力時に
項目の上書きを認める（非活
性を活性とする）

✓ テンプレートでは、事業者が申請フォームを開いたときに、他システムから
プレプリントされた内容を非活性（上書きできない状態）にし、情報の
質や鮮度を保っています。

✓ あまり推奨しませんが、事業者側で上書きできる設定に変えることが可
能（詳細後述）。
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
ワンスオンリー/自動入力項目について

ラベル名 入力パターン 選択肢

事業形態 ラジオボタン 法人
個人事業主

法人番号／事業者識別番号 テキストボックス （入力なし、空欄）

法人名／屋号 テキストボックス （入力なし、空欄）

⚫ ワンスオンリー／自動入力項目の設定方法と設定可能な項目について解説します。

1_申請フォームテンプレート利用  あらかじめプレセットしているテンプレートを用意しております。
当テンプレートを使って申請フォームを作成してください。
作成方法は「 2-3 申請フォームとテンプレート設定」を参照ください。

※ ラベル名を変更すると、ワンスオンリー／自動入力の設定を解除できます。
例：「事業形態」というラベル名を「事業の形態」にする 等

設定方法 必要な操作

2_カスタマイズで項目作成  「申請フォーム項目」を次ページの一覧表の文字列の情報と完全一致させて
作成すると、ワンスオンリー／自動入力項目になります。

例

カスタマイズで項目作成する場合の設定について
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
ワンスオンリー/自動入力項目について

分類 ラベル名 入力パターン 選択肢 入力元情報

事業者
情報

事業形態 ドロップダウン 法人
個人事業主

GビズID

法人番号／事業者識別番号 テキスト （入力なし、空欄） GビズID

法人名／屋号 テキスト （入力なし、空欄） GビズID

本社所在地／印鑑登録証明書住
所（都道府県）

ドロップダウン JIS X 0401都道府県コードを1行ずつ
改行して入力（テンプレートにはプレセッ
トされています）

GビズID

本社所在地／印鑑登録証明書住
所（市区町村）

テキスト （入力なし、空欄） GビズID

本社所在地／印鑑登録証明書住
所（番地等）

テキスト （入力なし、空欄） GビズID

代表者名／個人事業主氏名（姓）テキスト （入力なし、空欄） GビズID

代表者名／個人事業主氏名（名）テキスト （入力なし、空欄） GビズID

法人事業形態詳細 ドロップダウン 民間
中央省庁
自治体

カンパニー情報
(申請者が事前登録した情報)

法人名／屋号（カナ） テキスト （入力なし、空欄） カンパニー情報
(申請者が事前登録した情報)

代表者役職 テキスト （入力なし、空欄） カンパニー情報
(申請者が事前登録した情報)

事業者の営む主な事業及びその内容テキスト （入力なし、空欄） カンパニー情報
(申請者が事前登録した情報)

設立年月日 日付 （入力なし、空欄） カンパニー情報
(申請者が事前登録した情報)

事業規模 ドロップダウン 中小企業
小規模企業
その他

カンパニー情報
(申請者が事前登録した情報)

従業員数 テキスト （入力なし、空欄） カンパニー情報
(申請者が事前登録した情報)

資本金（出資金） テキスト （入力なし、空欄） カンパニー情報
(申請者が事前登録した情報)

事業者の営む主な事業（業種：大
分類）

テキスト （入力なし、空欄） カンパニー情報
(申請者が事前登録した情報)

事業者の営む主な事業（業種：中
分類（XXXX））

備考：XXXXには大分類で入力した選
択肢を入れる必要あり。

カンパニー情報
(申請者が事前登録した情報)

事業者の営む主な事業（業種：小
分類）

テキスト （入力なし、空欄） カンパニー情報
(申請者が事前登録した情報)

申請担
当者の
連絡先

連絡先郵便番号 テキスト （入力なし、空欄） GビズID

連絡先住所（都道府県） ドロップダウン JIS X 0401都道府県コードを1行ずつ
改行して入力（テンプレートにはプレセッ
トされています）

GビズID

連絡先住所（市区町村） テキスト （入力なし、空欄） GビズID

連絡先住所（番地等） テキスト （入力なし、空欄） GビズID

連絡先住所（建物名等） テキスト （入力なし、空欄） GビズID

会社部署名／部署名 テキスト （入力なし、空欄） GビズID

担当者氏名（姓） テキスト （入力なし、空欄） GビズID

担当者氏名（名） テキスト （入力なし、空欄） GビズID

連絡先電話番号 テキスト （入力なし、空欄） GビズID

担当者メールアドレス テキスト （入力なし、空欄） GビズID
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
ワンスオンリー/自動入力項目について

分類 ラベル名 入力パターン 選択肢 入力元情報

財務
情報

流動資産（単位：円） テキスト （入力なし、空欄） ミラサポplus

流動負債（単位：円） テキスト （入力なし、空欄） ミラサポplus

自己資本（単位：円） テキスト （入力なし、空欄） ミラサポplus

総資本（単位：円） テキスト （入力なし、空欄） ミラサポplus

売上高（単位：円） テキスト （入力なし、空欄） ミラサポplus

原価（単位：円） テキスト （入力なし、空欄） ミラサポplus

流動比率 テキスト （入力なし、空欄） ミラサポplus

自己資本比率 テキスト （入力なし、空欄） ミラサポplus

粗利益 テキスト （入力なし、空欄） ミラサポplus

労働生産性 テキスト （入力なし、空欄） ミラサポplus
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申請フォーム項目の基本的な編集方法
ワンスオンリー/自動入力項目について

経済産業省

非活性…自動で値が入力され、
事業者で情報の更新（上書き）ができない設定

活性…自動で値が入力され、
事業者で情報の更新（上書き）ができる設定

⚫ 事業者が申請入力時に項目を上書きできる設定方法です。

テンプレート上の
デフォルト設定

変更する場合の
設定内容

設定方法 「申請フォーム項目」の作成・編集画面にて設定することができます。

非活性の項目にしたい場合：「非活性」のボックスにチェックをいれます。
活性の項目にしたい場合： 「非活性」のボックスのチェックを外します。

注意点：これらを活性（上書き）したい場合に必ずお読みください

① 事務局それぞれの責任で本人確認等を実施いただくこととなります
• GビズIDの登録情報は、GビズID発行時にGビズID側で身元確認を実施した内容です。

身元確認内容については以下を参照ください。「GビズID接続システム向けガイドライン 2.4 保証レベル
（https://gbiz-id.go.jp/top/manual/pdf/Developer_guideline.pdf）」
このためjGrantsではテンプレート設定時にGビズIDから取得した情報は非活性で設定しています。

• もし法人番号等の重要な情報を上書き可能に設定すると、その内容はGビズIDとして審査された情報と異な
る場合があります。各補助金事務局の責任において、当該法人の電子申請における本人確認等を実施いた
だく必要が生じますのでご了承ください。

• このため特に法人番号や代表者氏名等の情報は、GビズIDからの非活性とすることをお勧めします。

https://gbiz-id.go.jp/top/manual/pdf/Developer_guideline.pdf
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基本的な機能の説明

✓ 用語説明 P.2～4

✓ 新規項目追加 P.5～8

✓ 既存項目の編集 P.9～10

✓ 申請項目：事業情報について P.11～14

✓ ワンスオンリー/自動入力項目について P.15～20

詳細な編集方法

✓ 申請フォーム画面へ周知文を追記 P.22～26

✓ ラベル名の変更 P.27～30

✓ セクションの変更 P.31～34

✓ 項目順の変更 P.35～38

✓ 入力パターンの変更 P.39～43

✓ 必須/任意の変更 P.44～47

✓ 長さ（入力できる文字数）の変更 P.48～51

✓ 入力エラーの内容の変更 P.52～55

✓ 入力ヒント、入力例の内容の変更 P.56～59

✓ 誓約事項の作成 P.60～62

✓ 申請チェックリストの作成 P.63～64
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詳細な編集方法
申請フォーム画面へ周知文を追記

登録したい点 申請フォームに文字列や文章のみを記載したい場合。

事業者画面

1. 箇条書きの形式で記載

2. 文章の形式で記載

事業者への注意事項

■最初にお読みください■
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詳細な編集方法
申請フォーム画面へ周知文を追記

手順1 申請フォーム項目の一覧画面から「新規」ボタンを押下します。

事務局管理者画面

1. 箇条書きの形式で記載

手順2
入力パターンで「チェックボックス」または「ラジオボタン」を選択し、選択肢に文章を
入力後、「保存」ボタンを押下します。

入力パターンは「チェックボックス」または「ラジオボタン」
のいずれかを選択します。

選択肢に箇条書きにしたい文章を1行に1文ずつ記入
します。（2つ目以降は改行して入力します）

この項目が、実施時に「箇条書き
の点」の代わりになります。

入力欄が狭いため、あらかじめ別
の場所で作成しておいて、この欄
にコピー＆貼り付けをしたほうが入
力しやすいです。

「必須」のチェックボックスは空に
してください。
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詳細な編集方法
申請フォーム画面へ周知文を追記

事業者画面

入力パターンで「チェックボックス」を選択した場合

入力パターンで「ラジオボタン」を選択した場合

手順3
事業者画面の申請フォームにて、これまでに設定した内容が正しく出力されること
を確認します。

「チェックボックス」と「ラジオボタン」いずれの場合でも、箇条書きの点は文章
（選択肢に記載した内容）の中央に自動配置され、上揃え・下揃えに変更
はできません。
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詳細な編集方法
申請フォーム画面へ周知文を追記

手順1 申請フォーム項の一覧画面から「新規」を押下します。

事務局管理者画面

2. 文章の形式で記載

手順2 入力パターンで「ラジオボタン」を選択し、ラベル名選択肢に文章を入力します。

選択肢に入力していないため、箇
条書きの形式のような点は表示さ
れません。

入力パターンは「ラジオボタン」を選択します。

ラベル名に掲載したい文章を記入します。

入力欄が狭いため、あらかじめ別
の場所で作成しておいて、この欄
にコピー＆貼り付けをしたほうが入
力しやすいです。

「必須」のチェックボックスは空に
してください。
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詳細な編集方法
申請フォーム画面へ周知文を追記

事業者画面

箇条書きの形式の時と異なり、入力パターンを「チェックボックス」にすると表示が
崩れてしまうため、「ラジオボタン」を選択してください。

手順3
事業者画面の申請フォームにて、これまでに設定した内容が正しく出力されること
を確認します。

ラベル名の欄は改行が反映されないため、全て1行の文章で表示されます。

入力パターンを「ラジオボタン」にした場合

入力パターンを「チェックボックス」にした場合
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詳細な編集方法
ラベル名の変更

変更したい点 「事業の目的および内容（概略）」の表示変更をしたい場合。

事業者画面

変更前イメージ

変更後イメージ
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詳細な編集方法
ラベル名の変更

手順1
「申請フォーム項目」を選択します。
※上部タブに表示されていない場合は「さらに表示▼」から選択します。

事務局管理者画面

手順2 変更したい申請フォーム項目の「申請フォーム項目番号」を押下します。



29

詳細な編集方法
ラベル名の変更

手順3
「ラベル名」右のペンマークを押下、あるいは画面右上の編集ボタンまたはキーボー
ド「e」を押下します。

事務局管理者画面

手順4
「ラベル名」に希望する項目名を入力し、「保存」ボタン、又はキーボードの「Ctrl」
＋「S」を押下します。
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詳細な編集方法
ラベル名の変更

手順5 事業者画面の申請フォームにて、希望の項目名になっていることを確認します。

変更前

変更後

事業者画面
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詳細な編集方法
セクションの変更

変更したい点
「個人事業主の営む主な事業及びその内容」を表示するセクションを変更したい
場合。

事業者画面
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詳細な編集方法
セクションの変更

手順1
「申請フォーム項目」を選択します。
※上部タブに表示されていない場合は「さらに表示▼」から選択します。

事務局管理者画面

手順2 変更したい申請フォーム項目の「申請フォーム項目番号」を押下します。
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詳細な編集方法
セクションの変更

手順3 「セクション」の右側にあるペンマークを押下、またはキーボード「e」を押下します。

事務局管理者画面

手順4

「セクション」に希望するセクション名を入力し、「保存」ボタン、又はキーボードの
「Ctrl」＋「S」を押下します。
今回の例では、変更前が「会社概要（個人事業主）」、変更後を「代表者（個
人事業主）」とします。
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詳細な編集方法
セクションの変更

手順5
事業者画面の申請フォームにて、変更したセクションにラベルが移動していることを
確認します。

変更前

変更後

事務局管理者画面
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詳細な編集方法
項目順の変更

変更したい点
「個人事業主の営む主な事業及びその内容」を表示する項目の順番を変更した
い場合。

事業者画面



36

詳細な編集方法
項目順の変更

手順1
「申請フォーム項目」を選択します。
※上部タブに表示されていない場合は「さらに表示▼」から選択します。

事務局管理者画面

手順2 変更したい申請フォーム項目の「申請フォーム項目番号」を押下します。
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詳細な編集方法
項目順の変更

手順3 変更したい項目の右側にあるペンマークを押下、またはキーボード「e」を押下します。

手順4
希望する項目順（下記「解説」参照）を入力し、「保存」ボタン、又はキーボード
の「Ctrl」＋「S」を押下します。

事務局管理者画面

元々テンプレートでは セクションの順番を4桁（1000、2000・・・）で表し、項目の順番を
2桁（10、20・・・）で表しています。
移動したい箇所の前後項目番号を意識して項目順を決めます。

例）下記CをAとBの間に移動したい場合、Cの項目順を1010と1020の間

項目 項目順 項目 項目順

A 1010 → A 1010

B 1020 C 1011

C 1030 B 1020
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詳細な編集方法
項目順の変更

手順5 事業者画面の申請フォームにて、希望の順番になっていることを確認します。

変更前

変更後

事業者画面
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詳細な編集方法
入力パターンの変更

変更したい点 「設立年月日（個人事業主）」の選択リストの変更をしたい場合。

事業者画面
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詳細な編集方法
入力パターンの変更

手順1
「申請フォーム項目」を選択します。
※上部タブに表示されていない場合は「さらに表示▼」から選択します。

事務局管理者画面

手順2
変更したい申請フォーム項目の「申請フォーム項目番号」を押下し、変更したい項
目の右側にあるペンマークを押下、またはキーボード「e」を押下します。
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詳細な編集方法
入力パターンの変更

手順3
希望する入力パターンを選択します。手順はドロップダウンリストに変更する例です。
（入力パターンの解説は次頁）

手順4
「ドロップダウン」「チェックボックス」「ラジオボタン」を選択した際は、その選択肢を
追記、または修正します。修正が完了したら「保存」ボタンを押下します。

事務局管理者画面
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詳細な編集方法
入力パターンの変更

手順5 事業者画面の申請フォームにて、希望の入力パターンになっていることを確認します。

変更前

変更後

事業者画面
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テキスト

詳細な編集方法
入力パターンの変更

ファイル 日付

事業者画面

✓ 入力パターンはそれぞれ下記となります。

テキストエリア

ラジオボタンドロップダウン チェックボックス

選択肢も自由に設定可能です。
変更方法は「⑤入力パターンの変更」 をご参照ください。手順4

事業者が一項目に添付できるファイル容量の目安は
16MBとなっております。容量が大きい場合に分割して添
付できるように、予備の添付ファイル項目を作成することを
推奨します。
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詳細な編集方法
必須/任意の変更

変更したい点 「個人事業主の営む主な事業及びその内容」を入力必須に変更したい場合。

事業者画面
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詳細な編集方法
必須/任意の変更

手順1
「申請フォーム項目」を選択します。
※上部タブに表示されていない場合は「さらに表示▼」から選択します。

事務局管理者画面

手順2 変更したい申請フォーム項目の「申請フォーム項目番号」を押下します。
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詳細な編集方法
必須/任意の変更

手順3 変更したい項目の右側にあるペンマークを押下、またはキーボード「e」を押下します。

事務局管理者画面

手順4
チェックボックスを押下し、「保存」ボタン、又はキーボードの「Ctrl」＋「S」を押下
します。

チェックボックスに「✓」があると必須、「✓」がないと任意になります。
下記図は手順は任意項目を必須項目にする手順です。
必須項目を任意項目する場合はチェックボックスの「✓」を外します。



47

詳細な編集方法
必須/任意の変更

項目が「任意」の時
（チェックボックスにチェックがない時）

項目が「必須」の時
（チェックボックスにチェックがある時）

手順5
事業者画面の申請フォームにて、希望の必須/任意項目になっていることを確認
します。

変更前

変更後

チェックボックスの「✓」を外した場合は逆になります。

事務局管理者画面

事業者画面
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詳細な編集方法
長さ（入力できる文字数）の変更

変更したい点 テキストエリアに記入可能な長さ（入力できる文字数）の変更をする場合。

事業者画面
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詳細な編集方法
長さ（入力できる文字数）の変更

手順1
「申請フォーム項目」を選択します。
※上部タブに表示されていない場合は「さらに表示▼」から選択します。

事務局管理者画面

手順2 変更したい申請フォーム項目の「申請フォーム項目番号」を押下します。
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詳細な編集方法
長さ（入力できる文字数）の変更

手順3
変更したい項目の右側にあるペンマークを押下、またはキーボード「e」を押下しま
す。

事務局管理者画面

手順4
希望の文字数を入力し、「保存」ボタン、又はキーボードの「Ctrl」＋「S」を押下し
ます。
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詳細な編集方法
長さ（入力できる文字数）の変更

手順5 事業者画面の申請フォームにて、長さが変わったことを確認します。

変更前

変更後

事業者画面

入力できる最大文字数を入力例や入力ヒントに記載してください。
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詳細な編集方法
入力エラーの内容の変更

変更したい点 エラーの内容と、エラー文(アラートテキスト)の変更をする場合。

事業者画面
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詳細な編集方法
入力エラーの内容の変更

手順1
「申請フォーム項目」を選択します。
※上部タブに表示されていない場合は「さらに表示▼」から選択します。

事務局管理者画面

手順2 変更したい申請フォーム項目の「申請フォーム項目番号」を押下します。

手錠3 「正規表現」右のペンマークを押下、またはキーボード「e」押下します。
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詳細な編集方法
入力エラーの内容の変更

手順4
「正規表現」の入力で、希望するエラー条件を意味する正規表現文を入力します
（正規表現の設定例については「正規表現一覧」をご参照ください）。
正規表現一覧
事業者の入力ミスを防ぐために、特にメールアドレスや電話番号の正規表現は必
ず設定ください。

手順5
「アラートテキスト」に当該エラーが出た際に表示したい文章を入力し、「保存」ボタ
ンを押下します。

アラートテキストの入力がない場合は、正規表現が有効にならないため、記載漏れ
にご注意ください。

事務局管者画面事務局管理者画面

正規表現を設定する場合は、入力例や入力ヒント欄に、入力可能な書式や文字
数を記載いただくようにお願いいたします。（例：半角数字7桁）

https://fs2.jgrants-portal.go.jp/%E6%AD%A3%E8%A6%8F%E8%A1%A8%E7%8F%BE%E4%B8%80%E8%A6%A7.pptx
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詳細な編集方法
入力エラーの内容の変更

手順７ 申請フォームのプレビュー画面画面で正しく設定できていることを確認する。

変更前

変更後

事業者画面

手順６
「申請フォーム番号」押下後の申請フォーム詳細画面の「申請フォームプレビュー画
面のURL」から、事業者画面での表示イメージを開く。

正規表現に環境依存文字等が含まれると申請フォームが開けなくなるので必ずご
確認ください。
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詳細な編集方法
入力ヒント、入力例の内容の変更

変更したい点 入力例と、入力ヒントの変更をする場合。

事業者画面

入力例

入力ヒント

正規表現を設定する場合は、入力例や入力ヒント欄に、入力可能な書式や文字
数を記載いただくようにお願いいたします。（例：半角数字7桁）
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詳細な編集方法
入力ヒント、入力例の内容の変更

手順1
「申請フォーム項目」を選択します。
※上部タブに表示されていない場合は「さらに表示▼」から選択します。

事務局管理者画面

手順2 変更したい申請フォーム項目の「申請フォーム項目番号」を押下します。

手錠3 「入力例」「入力ヒント」右のペンマークを押下、またはキーボード「e」押下します。
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詳細な編集方法
入力ヒント、入力例の内容の変更

手順4

「入力例」には事業者が入力する際に表示されると手助けになる入力例を記
載します。
「入力ヒント」には事業者が入力する際に表示されると手助けになる項目の説
明を記載します。

上記実施後、「保存」ボタン、又はキーボードの「Ctrl」＋「S」を押下します。

事務局管理者画面

書式も設定可能です。
ただし、画像の挿入はできません。
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詳細な編集方法
入力ヒント、入力例の内容の変更

手順5
事業者画面の申請フォームにて、希望の入力ヒント、入力例が出力されることを確
認します。

変更前

変更後

事務局管理者画面
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詳細な編集方法
誓約事項の作成

作成したい点
補助金の申請において誓約事項がある場合に、それを申請フォーム項目上に表示
させたい場合。

1

2

誓約事項の内容ごとに、本文と
該当の有無を記入する選択肢を
セットにして作成します

誓約をした補助事業者の代表者
姓名記入欄を作成します

1 2

事業者画面
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詳細な編集方法
誓約事項の作成

手順1 申請フォーム項目画面から「新規」ボタンを押下します。

手順2
必要情報をすべて入力し、「保存」ボタン、又はキーボードの「Ctrl」＋「S」を押下
します。

項目順は任意の番号を入力し
ます。

選択肢には「該当しない」「該
当する」を記入します。

ラベル名に誓約事項の内容を
記入します。

セクションは「誓約事項」など任
意の名称を記入します。

必要であれば幅100％にチェッ
クを入れます。
（前ページの見本の場合はチ
ェックを入れています）

入力パターンは「ラジオボタン」
を選択します。

1. 誓約事項の本文・選択肢の作成

手順3 「手順2」と同じ要領で、誓約事項の内容ごとに申請フォーム項目を作成します。

事務局管理者画面
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詳細な編集方法
誓約事項の作成

手順4
必要情報をすべて入力し、「保存」ボタン、又はキーボードの「Ctrl」＋「S」を押下
します。

項目順は任意の番号を入
力します。

ラベル名は「誓約をした補
助事業者代表者姓名」な
ど、事業者が記載すべき内
容がわかるよう適宜記入し
ます。

セクションは前ページと同じ
名称を記入します。

前ページで幅100％にチェ
ックを入れていれば、同様
にチェックを入れます。

入力パターンは「テキスト」
を選択します。

2. 補助事業者の代表者姓名記入欄の作成

手順5
事業者画面の申請フォームにて、これまでに設定した誓約事項が正しく出力される
ことを確認します。

事務局管理者画面
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詳細な編集方法
申請チェックリストの作成

作成したい点 補助金申請時における申請提出チェックリストを作成したい場合。

事業者画面
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詳細な編集方法
申請チェックリストの作成

手順1 申請フォーム項目画面から「新規」ボタンを押下します。

手順2
必要情報をすべて入力し、「保存」ボタン、又はキーボードの「Ctrl」＋「S」を押下
します。

必要であれば幅100％にチェ
ックを入れます。
（前ページの見本の場合は
チェックを入れています）

項目順は任意の番号を入
力します。

選択肢には、チェックリストに載せる内容を1行に1つずつ
記入します。（2つ目以降は改行して入力します）

ラベル名は「以下全て確認
できましたらチェックを付け
てください。」など、事業者
が行うべき内容がわかるよ
う適宜記入します。

セクションは「申請提出チェ
ックリスト」など任意の名称
を記入します。

入力パターンは「チェックボ
ックス」を選択します。

手順3
事業者画面の申請フォームにて、これまでに設定した内容が正しく出力されること
を確認します。

事業者画面

事務局管理者画面
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